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【研究要旨】
　動物に比べ植物は遺存体として遺跡に残りにくく、また栽培や交易など入手方法を調べるのも難しい。このため過去の集団について食と健康の関連を調べる研究は大きく制限されてきた。本研究では、北海道礼文島の浜中2遺跡を材料として、当時の土壌と歯石に含まれる植物DNAを分析することで、過去の植物利用状況について知る手法を開発することを目指す。
【研究目的】
　植物利用は、考古集団の健康と密接に結びついてきた。例えば中期縄文の植物利用と人口増加や後期縄文の寒冷化による植物資源の減少とそれによる人口減少などが挙げられる。しかし、どのような植物がどんなふうに利用されてきたか、そのリストを作成できる考古集団はほとんどない。なぜなら植物遺存体は炭化物を除いてほとんど遺跡に残らないからである。このため包括的な食生活を復元できず、過去の集団について食と健康の関連を調べる研究は大きく制限されてきた。本研究では、遺存体というマクロなレベルではなく、植物DNAという分子のレベルに注目して、考古集団で利用されていた植物リストを復元する方法論を開発する。単に食べられていた植物を調べるだけでなく、その入手経路（自生していたものか、栽培か、交易によって得られたものか）も調べることで、食文化を復元し、食と健康の関わりについての基本情報を得ることを目的とする。
【研究方法】
　歯石に含まれる植物DNAからは、ヒトが実際に摂取していた植物が種や属レベルで詳細にわかる。土壌に含まれる植物DNAからは、当時その土地に生えていた植物（栽培など人為的な影響や、気候の変化のため現代とは異なっている場合がよくある）がわかる。歯石DNAと土壌DNAから復元された植物リストを比べることで、その土地に育っていた植物のうち、何が食べられており、何が食べられていなかったかがわかる。本研究では礼文島浜中2遺跡の土壌（縄文後期・続縄文期・オホーツク文化期・アイヌ文化期の各層）と、オホーツク人骨の歯石を研究対象とした。また、DNAメタバーコーディング法（生物種の特定のDNA領域をバーコードのように種の識別に用いることによって、試料に含まれる複数の生物種を一挙に同定する手法）を用いて、より低コストかつ効率的に植物DNAを解析した。
【研究結果】
　浜中2遺跡の土壌DNAメタバーコーディング法による植物DNA解析の結果、信頼性の高い分類群として、合計で植物の12科・5属が同定された。同定された科・属のうち、ブドウ科・ウルシ科・タデ科については、DNAだけでなく植物遺存体も遺跡から検出されている　(Leipe et al., 2017)。また、モミ属については、遺跡近隣の久種湖のコアサンプルから花粉も検出されている。また、クルミ科など、当時食用として利用されていたと考えられる植物DNAも同定された。また、歯石においては、キク科・イネ科・ブドウ科が検出された。
【考察】
　上記のように、今回の結果は同地域の植物遺存体や花粉分析の結果と整合的である。特に、オホーツク時代においてウルシ科の利用が集中している、セリ科・キク科・アブラナ科はどの時代でも普遍的に見られるなど、時代ごとの植物利用の変遷の様子も明らかになった。個別の植物について、クサソテツ属には山菜であるコゴミが含まれている。また、イブキボウフウ属のうち日本に唯一生息するイブキボウフウはアイヌ文化において、風邪・腹痛・二日酔い等の特効薬として薬用に広く用いられた。この分類群はアイヌ文化期の地層だけでなく、オホーツク文化期の地層からも得られており、植物利用の知恵がオホーツク文化からアイヌ文化へと受け継がれていることが推測される。また歯石の結果と照らし合わせると、キク科・ブドウ科が土壌・歯石から検出された一方で、イネ科は歯石のみから検出された。イネ科の中では特にムギ類が用いられていた可能性が高い。オホーツク文化期においてはオオムギの炭化種子が既に見つかっており、これらは周囲の文化圏から持ち込まれ、儀礼に使われたと考えられるが、今回の結果から食物としても用いられた可能性が示唆された。オホーツク文化期にオオムギなどが栽培されていた可能性も示唆されている(Leipe et al. 2017)が、今回の結果では土壌からはイネ科は検出されなかった。
【結論】
　浜中2遺跡の土壌から植物DNAを検出・同定し、植物遺存体・花粉分析との整合性を確認した。本手法によって、各時代に特徴的な植物利用・時代を通じて普遍的に見られる植物利用を明らかにした。今後はアイヌ文化や考古学の知見を更に調査し、総合的な解釈を行いたいと考えている。
